
同　　窓　　会　　会　　報（１）令和２年１２月吉日 第　63　号 同　　窓　　会　　会　　報 令和２年１２月吉日（６）第　63　号

第　63　号

発　行　所

独立行政法人国立病院機構
仙 台 医 療 セ ン タ ー 附 属
仙 台 看 護 助 産 学 校 同 窓 会
仙台市宮城野区宮城野2-8-8
電話　022-293-1111　内8100

印 刷 所 　 株 式 会 社 印 刷 館

独立行政法人国立病院機構
仙台医療センター附属仙台看護助産学校
創立年月日　昭和22年９月１日

　

寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
の
脅
威
に
さ

ら
さ
れ
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
気
軽
に
旅
行
に
行
っ
た
り
外
食

を
し
た
り
と
い
う
気
分
転
換
が
図

れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
役
員

会
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

を
意
識
し
い
つ
も
と
違
う
雰
囲
気

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
リ
モ

ー
ト
を
初
め
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
化

で
す
。
新
政
府
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル

省
の
新
設
に
伴
い
さ
ら
に
デ
ジ
タ

ル
化
が
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
時

代
の
変
化
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

新
た
な
期
待
も
寄
せ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
回
、
会
報
誌
の
Ｗ
Ｅ

Ｂ
配
信
開
始
に
伴
い
、
皆
様
に
郵

送
の
希
望
を
確
認
致
し
ま
す
。
同

封
の
ハ
ガ
キ
を
必
ず
ご
返
信
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
会
報
編
集
に
あ
た
り

ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
方
々

に
深
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

髙
橋
　

寛
名

　

（
看
55
回
生
）

編
集
後
記

令
和
元
年
の
人
事
異
動

〈
異
動
〉

10
月
１
日
付

〇
看
護
学
科
　

•
教
員
　
　

鎌
田
　

朋
美
　

先
生

北
海
道
東
北
グ
ル
ー
プ
看
護
教
育
係
長
へ

令
和
２
年
３
月
31
日
付

退
職
及
び
異
動
さ
れ
た
先
生

〈
退
職
〉

〇
看
護
学
科
　

•
教
員
　
　

外
田
　

愛
里
　

先
生（
看
62
回
生
）

〈
異
動
〉

〇
助
産
学
科
　

•
教
育
主
事
　
　

鈴
木
　

由
美
子
　

先
生

（
看
43
回
生
　

助
16
回
生
）

北
海
道
東
北
グ
ル
ー
プ
看
護
専
門
職
へ

　

令
和
２
年
度
か
ら
新
し
く
先
生
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。

〇
助
産
学
科
　

　

菅
原
　

由
香
里
　

先
生
（
助
17
回
生
）

福
島
病
院
看
護
師
長
よ
り
昇
任

人
事
異
動

　

令
和
２
年
１
月
よ
り
橋
本
前
学
校
長
の
後
任
と
し
て
学
校

長
を
拝
命
し
た
上
之
原
で
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昭
和
22
年
９
月
１
日
に
国

立
仙
台
病
院
付
属
高
等
看
護
学
院
と
し
て
創
立
以
来
73
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

改
元
の
日
で
あ
る
令
和
元
年
５
月
１
日
に
仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
は
新
築
移
転
、
そ

の
後
、
病
院
組
織
を
新
た
な
職
場
に
合
わ
せ
る
作
業
に
職
員
一
丸
と
な
り
取
り
組

み
無
事
軌
道
に
乗
り
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
に
入
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
猛
威
を
ふ
る
い
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
不
要
不
急
の
外
出
は
禁
止
さ
れ

る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
当
院
は
感
染
症
指
定
医
療
機
関
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
多
数
患
者
対
応
の
た
め
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
派
遣
要
請
、
国
立
病
院

機
構
本
部
の
要
請
に
基
づ
く
機
構
内
病
院
へ
の
医
師
派
遣
、
検
疫
官
と
し
て
の
派

遣
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
初
期
よ
り
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
県
の
要
請
に
基
づ
き
入
院
患
者
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
対
応

の
前
線
に
立
つ
の
は
看
護
師
で
あ
り
、
多
大
な
ス
ト
レ
ス
、
周
囲
の
反
応
に
悩
ま
さ

れ
な
が
ら
も
診
療
に
当
た
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。一
方
、当
院
は
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
を
有
し
、
地
域
の
３
次
救
急
を
担
っ
て
お
り
、
こ
の
維
持
は
感
染
症
対
応
に
よ

り
損
な
わ
れ
て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
は
長
期
戦
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
す
べ
て
の
患
者
が
安
心
し
て

療
養
で
き
る
診
療
体
制
を
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
さ
ん
も
そ
れ

以
外
の
患
者
さ
ん
も
安
心
し
て
受
診
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
」
と
題
し
て
病
院
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
げ
、
院
内
感
染
に
十
分
注
意
し
平
常
診
療
を
維
持
し
て
い
き

ま
す
。
第
２
、
第
３
の
流
行
期
に
備
え
万
全
な
準
備
を
整
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

患
者
さ
ん
に
や
さ
し
く
地
域
に
開
け
た
病
院
を
め
ざ
し
、
患
者
さ
ん
、
地
域
住

民
そ
し
て
当
院
の
診
療
を
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
仙
台
市
な
ら
び
に
宮
城
県
内

の
多
く
の
医
療
関
係
者
と
連
携
を
深
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
校
の
同

窓
の
皆
様
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。

　

こ
の
度
第
30
回
同
窓
会
総
会
に
お
い
て
会
長

を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
私
を
含
め
役
員
９
名
全
員
が
新

メ
ン
バ
ー
に
代
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
不
慣
れ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

協
力
し
て
精
い
っ
ぱ
い
務
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
２
月
に
旧
役
員
か
ら
引
継
ぎ
を
受
け
た
時
は
、
２
０

２
０
年
を
迎
え
、
新
し
い
年
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
で
全
く
想
像
だ
に
し
な
い

日
々
を
過
ご
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
不
要
不
急
の
外
出
を
避
け
る

た
め
、
役
員
会
も
半
年
以
上
延
期
し
て
お
り
ま
し
た
。
昨
年
の
総
会

で
の
決
定
事
項
を
早
急
に
お
知
ら
せ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ

で
し
た
が
、
会
報
発
行
が
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

総
会
で
は
、
数
年
来
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
会
費
納
入
の
変
更
及
び

同
総
会
会
報
の
電
子
化
に
関
し
ま
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
入

会
時
に
永
代
会
費
と
し
て
徴
収
し
、
年
会
費
は
集
め
ま
せ
ん
。
会
報

誌
に
つ
い
て
は
看
護
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
次
回
か
ら
は

郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方
に
お
送
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

電
子
化
に
際
し
ま
し
て
は
個
人
情
報
保
護
に
も
十
分
留
意
し
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
新
た
な
試
み
で
不
安
が
あ
り
ま
す
が
、
皆

様
の
ご
意
見
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
今
後
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
健
闘
ご
活
躍
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　令和 2年 3月 5日に看護学科第73回生77名、助産学

科第43回生25名の計102名が卒業を迎えました。令和

に入り初めての卒業生でしたが、新型コロナウィルス

感染拡大を防ぐため体育館での式典は中止となり、親

御さんやご来賓の方々のご列席を取りやめざるを得な

い状況となりました。そのため「卒表証書授与」は、

看護学科、助産学科それぞれの教室に分かれ学校長先

生、副学校長先生に来室いただき、学生と教員で執り

行われました。

　このような状況下の中、 4月より卒業生はそれぞれ

の道へ進み、新たな環境で日々頑張っていることと思

います。学校や実習で学んだ知識・技術を活かし日々

学び得ながら自己研鑽に励んで頂きたいです。今後の

みなさんの活躍を期待しています。

　令和 2年 3月19日、国家試験の合格発表が行われました。

第109回看護師国家試験合格率が89.2％、第103回助産師国家試験合格率が99.4％という全国結果でした。当校におい

ては、看護学科74名合格（2名不合格）、助産学科25名全員合格という結果でした。講義及び実習など教育に関わり支

援していただきました病院職員の方々、受け持たせて頂きました患者さん、すべての方々に心より感謝いたします。

学校のトピックス

就職先／学科
令和元年度卒業生の就職・進学の動向

看護学科 助産学科

独立行政法人　国立病院機構 76.6％ 36.0％

独立行政法人　国立病院機構以外（進学含む） 24.4％ 64.0％
合格おめでとう祝

卒業祝
　令和 2年 4月 8日、看護学科第74回生79名、助産学科

第44回生25名、計104名が晴れて入学となりました。卒

業式と同様、新型コロナウィルス感染拡大を防ぐため、

親御さん、ご来賓の方々のご列席を取りやめ、「入学許

可式」という形で執り行われました。感染予防対策を行

い体育館にて新入生たちは学校長先生より入学許可をい

ただきました。そして新入生ひとりひとりがそれぞれ決

意新たに看護・助産の道へと歩みだしました。

　看護師・助産師への夢を叶えるため入学した新入生。

このような状況下ではありますが目標に向かって勉強そ

して実習に取り組んでいってもらいたいです。今後の成

長に期待したいと思います。

入学おめでとう祝

第
31
回
同
窓
会
総
会
の
ご
案
内

第
31
回
同
窓
会
総
会
の
ご
案
内

　

次
回
、
第
31
回
同
窓
会
総
会
は
令
和
３
年

９
月
頃
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
総
会

へ
の
ご
要
望
が
あ
り
ま
す
方
は
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
が
決
ま
り
次
第
お
葉
書
等
で
ご
案
内

致
し
ま
す

　

会
員
の
皆
様
、
是
非
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

学
校
長
挨
拶

会
長
挨
拶

学
校
長

上
之
原
　

広
　

司

会
長

(

看
31
回
生)

佐
々
木
　

和
　

子
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第30回  仙台医療センター附属 仙台看護助産学校同窓会 総会　
令和元年10月19日

第
１
号
議
案

　

平
成
29
年
・
30
年
度
庶
務
報
告…

可
決
。

第
２
号
議
案

　

平
成
29
年
・
30
年
度
会
計
決
算
報
告

　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

可
決
。

　

平
成
29
年
度
・
平
成
30
年
度

　

会
計
監
査
報
告…

…
…
…
…
…
…

可
決
。

第
３
号
議
案

　

同
窓
会
会
則
改
正
案…

…
…
…
…

可
決
。

　
　

第
14
条
　

本
会
の
会
計
は
入
会
金
、

　
　
　
　
　
　

寄
付
金
を
も
っ
て
こ
れ
に

　
　
　
　
　
　

あ
て
る
。

　
　

第
15
条
　

本
会
の
会
費
は
入
会
時
に

　
　
　
　
　
　

永
代
会
費
と
し
て

　
　
　
　
　
　

４
０
０
０
円
徴
収
す
る
。

第
４
号
議
案

　

令
和
１
・
２
年
度
事
業
計
画
案…

可
決
。

第
５
号
議
案

　

令
和
１
・
２
年
度
会
計
予
算
案…

可
決
。

　

第
30
回
　

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
仙
台
看
護
助
産
学

校
同
窓
会
総
会
が
令
和
元
年
10
月
19
日（
土
）

15
時
よ
り
、
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
パ
ー

ル
会
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会

出
席
者
数
は
32
名
、
委
任
状
提
出
者
数
は
425

名
（
会
員
総
数
３
２
３
８
名
）
で
し
た
。
出

席
者
数
及
び
委
任
状
数
が
会
員
総
数
の
10
分

の
１
以
上
と
な
り
、
総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。 　

提
出
議
題
に
つ
き
ま
し
て
審
議
さ
れ
た
結

果
、
議
案
の
通
り
可
決
さ
れ
た
の
は
以
下
の

通
り
で
す
。

　

国
立
病
院
機
構
仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
が
移

転
し
、
初
め
て
の
総
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
度
は
病
院
長
先
生
を
は
じ
め
と
し
、
皆
様

の
協
力
の
元
総
会
開
催
前
に
「
新
病
院
見
学

会
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
多

く
の
方
々
に
新
病
院
へ
の
お
祝
い
の
お
言
葉
、

激
励
の
お
言
葉
、
同
窓
会
の
盛
況
を
願
う
お

言
葉
や
役
員
へ
の
労
い
の
声
を
沢
山
か
け
て

頂
き
ま
し
た
こ
と
を
役
員
一
同
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

同
窓
会
会
報
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
会
報
掲
載
に
伴
う
郵
送
の
削
減
、
会
費
に

関
す
る
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
同
窓
会

員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
先
を
見
据
え
建

設
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
会
へ
の
出
席
、
委
任
状
等
の
ご
協
力
を
頂

き
、
総
会
を
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

前
副
会
長
　

佐
藤
　

秀
子
（
助
16
回
生
）

提
出
議
案
及
び
審
議
の
結
果

平
成
29
年
度
・
平
成
30
年
度

庶
務
報
告
の
主
な
内
容

同窓会会報　ＨＰへの掲載始めました

ＨＰ掲載会報閲覧方法について
（1～8の手順を参照ください。）

●
同
窓
会
会
報
の
年
１
回
の
発
行

●
母
校
の
卒
業
式
出
席
・
卒
業
記
念
品

（
卒
業
証
書
ホ
ル
ダ
ー
）
贈
与
の
報
告
。

●
同
窓
会
役
員
会
開
催
状
況
（
会
報
発
行

準
備
、
総
会
開
催
に
つ
い
て
準
備
）

令
和
１
年
度
・
令
和
２
年
度

事
業
計
画

①
年
１
回
の
会
報
発
行
・
Ｈ
Ｐ
掲
載

②
卒
業
記
念
品
贈
与

③
総
会
開
催

④
厚
生
福
祉
（
弔
電
等
）

⑤
そ
の
他
（
運
営
に
関
す
る
事
項
）

承
認
さ
れ
た
次
期
同
窓
会
役
員

会
　

長
　
　

佐
々
木
和
子（
看
31
）

副
会
長
　
　

高
橋
　

紀
子（
看
48
）

　

〃
　
　
　

石
栗
　

広
志（
看
53
）

会
　

計
　
　

松
永
あ
き
つ（
看
56
／
助
30
）

　

〃
　
　
　

清
水
恵
理
子（
看
46
／
助
19
）

書
　

記
　
　

高
橋
　

寛
名（
看
55
）

　

〃
　
　
　

外
田
　

愛
里（
看
62
）

監
　

事
　
　

佐
々
木
晃
子（
看
46
）

　

〃
　
　
　

木
村
　

陽
子（
看
40
）

　

今
年
度
よ
り
助
産
学
科
教
育
主
事
を
拝
命

致
し
ま
し
た
菅
原
由
香
里
と
申
し
ま
す
。
私

は
６
年
ぶ
り
に
母
校
で
あ
る
助
産
学
科
へ
戻

っ
て
き
ま
し
た
。
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
間
も

な
く
「
コ
ロ
ナ
禍
」
に
巻
き
込
ま
れ
、
「
入

学
式
」
「
学
校
祭
」
は
中
止
と
な
り
、
学
校

か
ら
「
活
気
」
や
「
笑
い
声
」
が
消
え
寂
し

い
気
持
ち
が
し
ま
す
。

　

助
産
学
科
は
９
月
か
ら
分
娩
介
助
実
習
が

開
始
と
な
り
、
や
っ
と
助
産
学
生
の
日
常
が

取
り
戻
せ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
状
況

下
で
学
生
を
受
け
入
れ
て
下
さ
っ
た
産
婦
さ

ん
、
実
習
に
理
解
を
示
し
て
下
さ
っ
た
母
子

医
療
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
教
員
の
頃
か
ら
分
娩
介
助
実
習
を
通

し
て
助
産
師
と
し
て
成
長
し
て
い
く
学
生
の

姿
を
見
る
の
が
と
て
も
好
き
で
し
た
。
最
初

は
「
不
安
」
や
「
無
力
感
」
し
か
な
か
っ
た
学

生
が
「
抱
負
」
や
「
達
成
感
」
へ
と
心
も
技
も

上
達
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
姿
は
頼
も
し
く

輝
か
し
く
自
慢
の
学
生
達
だ
な
と
感
じ
ま
す
。

県
内
で
最
も
多
く
の
助
産
師
を
輩
出
し
て
い

る
伝
統
校
の
誇
り
を
今
後
も
守
り
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様
の
お
力
も
お

借
り
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今

後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　かねてより検討されてきました同窓会会報のＷＥ

Ｂ化ですが、この度仙台医療センターＨＰ内にあり

ます附属看護助産看護学校のＨＰに同窓会の枠を設

け掲載していくことになりました。

　こちらのＨＰの閲覧方法を参考に、皆様アクセス

の上ご覧いただければと思います。

　今後、会報の掲載だけに限らず、同窓会に関する

情報などもＷＥＢを通して皆様にお届けできないか

検討を重ねて参りたいと思っております。何卒、よ

ろしくお願い致します。

就
任
の
挨
拶学校HPのトップ画面４

当院ＨＰのトップ画面１

「同窓会」作成６

学校ＨＰ下へスクロール
または「同窓会」クリック７

同窓会会報
見たいナンバーをクリックして
閲覧ください８

画面下にスクロール２

右サイドバナーの学校　クリック ３

卒業生の皆様へ　クリック ５

ホームページ

第
30
回
　

同
窓
会
総
会
開
催
さ
れ
る

第
30
回
　

同
窓
会
総
会
開
催
さ
れ
る

仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
仙
台
看
護
助
産
学
校
　

助
産
学
科
教
育
主
事

菅
　

原
　

由
香
里
（
助
17
回
生
）
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電話診療時の処方せん発行と保険薬局での対応

院外処方せんは、当院から門前薬局には、職員が持参し手渡し
厚生労働省医政局医事課　新型コロナウイルス感染症の拡大に際しての電話や情報通信機器を用いた診療等の
時限的・特例的な取扱いについて、事務連絡（令和2年4月10日）（改）　　　　　  国立病院機構仙台医療センター資料、2020．

　

第
29
回
同
窓
会
総
会
が
、
平
成
29
年

10
月
28
日（
土
）15

：

00
か
ら
仙
台
サ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
パ
ー
ル
会
場
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
出
席
者
数
は
26
名
、
委
任
状
提

出
者
数
は
512
名
（
会
員
総
数
３
３
５
３

名
）
で
し
た
。
出
席
で
す
。

（
永
代
会
費
）
３
，
０
０
０
円
を
提
案

し
た
。
会
場
か
ら
、
寄
付
委
任
状
等
の

ご
協
力
を
頂
き
、
総
会
を
終
了
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
事
を
感
謝
し
ま
す
。

第
29
回
同
窓
会
総
会
報
告

病
院
内
へ
の
感
染
拡
大
を
防
止
し
て
い

ま
す
。

●
面
会
に
つ
い
て

：

原
則
面
会
は
禁
止
す

る
措
置
を
取
ら
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

●
職
員
の
健
康
観
察

：

全
職
員
を
対
象

に
、
毎
日
の
検
温
と
行
動
歴
の
記
録
に

ご
協
力
頂
い
て
い
ま
す
。
記
録
は
週
に

１
度
、
職
場
ご
と
に
取
り
ま
と
め
確
認

し
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
迅
速

に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

●
教
育
機
関
か
ら
の
実
習
受
け
入
れ
に
つ

い
て

：
令
和
２
年
９
月
の
時
点
で
は
実

　

私
は
、
看
護
学
科
53
回
生
の
石
栗
広
志

と
申
し
ま
す
。
現
在
、
感
染
管
理
認
定
看

護
師
と
し
て
仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
の
感
染

対
策
室
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

　

仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
横
浜
の
ク

ル
ー
ズ
船
で
の
発
生
報
告
が
さ
れ
た
１
月

よ
り
、
感
染
対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

国
内
、
地
域
で
の
対
策
実
施
が
さ
れ
て
い

く
中
、
当
院
で
も
様
々
な
取
り
組
み
を
積

み
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
の
当
院

の
状
況
を
、
幾
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
ト
リ
ア
ー
ジ

：

図
の
ポ
ス
タ
ー
を
病
院

内
に
掲
示
し
、
建
物
に
入
る
方
全
員
に

検
温
、
症
状
や
流
行
地
域
へ
の
来
訪
な

ど
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
症
状
の
あ
る

方
を
は
じ
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
疑
わ
れ
る
方
に
対
し
て
詳
細

な
問
診
や
保
健
所
へ
の
相
談
を
行
い
、

習
を
見
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
看
護
部
で

は
、
臨
床
で
の
実
習
経
験
が
少
な
い
状

況
で
の
看
護
師
採
用
を
予
測
し
、
入
職

後
の
研
修
の
充
実
を
図
れ
る
よ
う
計
画

中
で
す
。

　

仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
感
染
症
指
定

医
療
機
関
で
は
な
い
の
で
、
原
則
コ
ロ
ナ

患
者
の
受
け
入
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
要

請
を
想
定
し
職
員
の
感
染
対
策
を
訓
練
し

て
い
ま
す
。
救
急
患
者
受
け
入
れ
を
行
っ

て
い
る
以
上
、
疑
似
症
患
者
へ
の
診
療
・

対
応
が
い
つ
で
も
行
え
る
よ
う
、
対
応
方

法
を
周
知
し
て
日
々
の
業
務
に
あ
た
っ
て

頂
い
て
い
ま
す
。私
た
ち
看
護
師
が
、日
々

元
気
に
看
護
を
行
う
こ
と
、
感
染
対
策
を

続
け
る
こ
と
で
、
流
行
を
収
束
す
る
力
と

な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

に
伴
い
、
従
来
200
床
未
満
の
病
院
で
の
み

可
能
な
電
話
等
に
よ
る
再
診
に
つ
い
て
、

200
床
以
上
の
病
院
で
も
可
能
と
拡
大
さ
れ

当
院
で
も
開
始
し
ま
し
た
。
対
象
は
、
ご

本
人
が
電
話
に
よ
る
診
察
を
希
望
し
、
か

つ
主
治
医
が
可
能
と
判
断
し
た
方
で
、
当

院
で
は
再
診
の
み
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は

病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
が
あ
っ
た
場
合
、
事
前
に
予
約
日

時
や
か
か
り
つ
け
の
薬
局
を
確
認
し
、
予

約
日
に
医
師
が
電
話
で
診
察
を
行
い
ま
す
。

処
方
箋
は
医
事
課
を
通
じ
て
か
か
り
つ
け

の
薬
局
へ
届
け
ま
す
。
患
者
さ
ん
は
薬
局

で
お
薬
を
受
け
取
る
か
、
薬
局
に
よ
っ
て

は
発
送
（
送
料
は
着
払
い
）
を
依
頼
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
ご
希
望

に
沿
っ
て
、
感
染
予
防
に
配
慮
し
つ
つ
治

療
が
確
実
に
継
続
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。

● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆

●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●

▲東玄関のトリアージ

▲感染拡大予防ポスター

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
感
染
対
策
室
　

石
栗
　

広
志
 

(

看
53
回
生)

外
来
看
護
師
　

佐
々
木
　

晃
　

子

(

看
46
回
生)

電
話
に
よ
る
診
察

　
　

  

（
再
診
）の
開
始

電
話
に
よ
る
診
察

　
　

  

（
再
診
）の
開
始
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２
０
１
９
年
10
月
24
日
〜
25
日
、
国
立

仙
台
病
院
附
属
高
等
看
護
学
院
第
16
回
生

（
昔
の
名
前
で
す
が
）
の
ク
ラ
ス
会
を
秋

保
温
泉
で
行
い
ま
し
た
。
台
風
19
号
の
影

響
も
あ
り
ま
し
た
が
14
名
の
方
が
参
加
し

ま
し
た
。
〝
元
気
で
個
性
的
〞
と
言
わ
れ

た
16
回
生
。
仙
台
駅
で
逢
っ
た
瞬
間
か
ら

学
生
時
間
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
し
た

よ
う
に
賑
や
か
な
お
し
ゃ
べ
り
が
続
き
ま

し
た
。

　

夕
食
を
と
り
な
が
ら
の
交
流
で
は
、
卒

業
以
来
は
じ
め
て
参
加
の
人
も
お
り
過
ご

さ
れ
て
き
た
各
々
な
人
生
を
語
り
合
い
ま

し
た
。
お
連
れ
あ
り
さ
ん
や
御
両
親
の
介

護
に
苦
労
し
た
話
、
東
日
本
大
震
災
で
お

家
も
流
さ
れ
な
が
ら
被
災
さ
れ
た
方
へ
の

支
援
さ
れ
て
い
た
話
。
皆
と
逢
え
て
う
れ

し
い
と
「
喜
び
の
歌
」
を
歌
っ
て
く
れ
た

方
、
ロ
コ
モ
体
操
を
皆
で
楽
し
ん
だ
り
、

素
晴
ら
し
い
小
唄
の
ご
披
露
も
あ
っ
た
り
、

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
経
ち
ま
し
た
。

　

そ
の
後
お
部
屋
で
昔
の
写
真
を
見
な
が

ら
思
い
出
話
も
あ
り
、
笑
い
あ
り
、
涙
あ

り
の
時
間
が
夜
中
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　

様
々
な
苦
労
も
16
回
生
ら
し
く
明
る
く

乗
り
越
え
て
頑
張
っ
て
い
る
姿
に
一
人
一

人
様
々
な
人
生
が
あ
り
置
か
れ
た
立
場
、

場
所
で
一
生
懸
命
生
き
て
い
る
こ
と
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。

　

今
度
は
い
つ
お
逢
い
で
き
る
か
な
ぁ
。

そ
れ
ま
で
皆
お
元
気
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う

ネ
と
名
残
を
惜
し
み
な
が
ら
お
別
れ
し
ま

し
た
。

「
秋
の
宿

　
　
　

乙
女
に
戻
っ
て

　
　
　
　
　

喜
寿
の
会
」 

せ
い
の
作

　

当
校
は
４
月
６
日
よ
り
新
学
期
を
開
始
し
ま
し
た
。

教
室
の
机
の
間
隔
を
空
け
た
り
、
時
間
で
換
気
を
行

っ
た
り
、
視
聴
覚
室
や
体
育
館
で
講
義
を
し
た
り
、

昼
食
の
時
間
を
学
年
、
学
科
ご
と
決
め
た
り
と
３
密

を
避
け
る
対
策
を
講
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
た
め
４
月
21
日
〜
５
月
７

日
ま
で
臨
時
休
校
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
学
校

職
員
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
で
き
る
よ
う
に
準
備
し

た
り
、
演
習
や
実
習
に
つ
い
て
検
討
し
た
り
と
学
生

の
学
習
環
境
を
整
え
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
８
日
よ
り
学
校
は
再
開
と
な
り
、
現
在
は
講

義
や
演
習
、
実
習
に
お
き
ま
し
て
は
学
内
実
習
と
病

院
の
協
力
も
得
な
が
ら
臨
地
実
習
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
演
習
や
実
習
は
以
前
の
よ
う
に
学
生
全
員
で
行

う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
編

成
を
行
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
７
月
に

入
り
「
み
や
ぎ
ア
ラ
ー
ト
」
の
運
用
が
始
ま
る
と
ア

ラ
ー
ト
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
臨
地
実
習
の
実
施
の

可
否
を
決
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
す
が
感
染
防
止
対
策
を

取
り
な
が
ら
「
感
染
し
な
い
・
さ
せ
な
い
」
こ
と
を

第
一
と
し
、
学
生
、
学
校
職
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ク
ラ
ス
会
の
開
催

ク
ラ
ス
会
の
開
催

国立仙台病院附属高等看護学院16回生クラス会　　　　於：秋保温泉　ホテルニュー水戸屋　 　令和元年10月24日

鵜飼副院長によるオンライン授業風景

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の

学
校
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の

学
校
に
つ
い
て

松
　

永
　

あ
き
つ
（
看
56
回
生
）

日
　

下
　

貞
　

子

　
　
　
　
　
　
　

 

（
看
16
回
生
）

仙
台
看
護
助
産
学
校
助
産
学
科

教
務
助
手
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第30回  仙台医療センター附属 仙台看護助産学校同窓会 総会　
令和元年10月19日

第
１
号
議
案

　

平
成
29
年
・
30
年
度
庶
務
報
告…

可
決
。

第
２
号
議
案

　

平
成
29
年
・
30
年
度
会
計
決
算
報
告

　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

可
決
。

　

平
成
29
年
度
・
平
成
30
年
度

　

会
計
監
査
報
告…

…
…
…
…
…
…

可
決
。

第
３
号
議
案

　

同
窓
会
会
則
改
正
案…

…
…
…
…

可
決
。

　
　

第
14
条
　

本
会
の
会
計
は
入
会
金
、

　
　
　
　
　
　

寄
付
金
を
も
っ
て
こ
れ
に

　
　
　
　
　
　

あ
て
る
。

　
　

第
15
条
　

本
会
の
会
費
は
入
会
時
に

　
　
　
　
　
　

永
代
会
費
と
し
て

　
　
　
　
　
　

４
０
０
０
円
徴
収
す
る
。

第
４
号
議
案

　

令
和
１
・
２
年
度
事
業
計
画
案…

可
決
。

第
５
号
議
案

　

令
和
１
・
２
年
度
会
計
予
算
案…

可
決
。

　

第
30
回
　

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
仙
台
看
護
助
産
学

校
同
窓
会
総
会
が
令
和
元
年
10
月
19
日（
土
）

15
時
よ
り
、
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
パ
ー

ル
会
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会

出
席
者
数
は
32
名
、
委
任
状
提
出
者
数
は
425

名
（
会
員
総
数
３
２
３
８
名
）
で
し
た
。
出

席
者
数
及
び
委
任
状
数
が
会
員
総
数
の
10
分

の
１
以
上
と
な
り
、
総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。 　

提
出
議
題
に
つ
き
ま
し
て
審
議
さ
れ
た
結

果
、
議
案
の
通
り
可
決
さ
れ
た
の
は
以
下
の

通
り
で
す
。

　

国
立
病
院
機
構
仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
が
移

転
し
、
初
め
て
の
総
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
度
は
病
院
長
先
生
を
は
じ
め
と
し
、
皆
様

の
協
力
の
元
総
会
開
催
前
に
「
新
病
院
見
学

会
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
多

く
の
方
々
に
新
病
院
へ
の
お
祝
い
の
お
言
葉
、

激
励
の
お
言
葉
、
同
窓
会
の
盛
況
を
願
う
お

言
葉
や
役
員
へ
の
労
い
の
声
を
沢
山
か
け
て

頂
き
ま
し
た
こ
と
を
役
員
一
同
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

同
窓
会
会
報
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
会
報
掲
載
に
伴
う
郵
送
の
削
減
、
会
費
に

関
す
る
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
同
窓
会

員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
先
を
見
据
え
建

設
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
会
へ
の
出
席
、
委
任
状
等
の
ご
協
力
を
頂

き
、
総
会
を
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

前
副
会
長
　

佐
藤
　

秀
子
（
助
16
回
生
）

提
出
議
案
及
び
審
議
の
結
果

平
成
29
年
度
・
平
成
30
年
度

庶
務
報
告
の
主
な
内
容

同窓会会報　ＨＰへの掲載始めました

ＨＰ掲載会報閲覧方法について
（1～8の手順を参照ください。）

●
同
窓
会
会
報
の
年
１
回
の
発
行

●
母
校
の
卒
業
式
出
席
・
卒
業
記
念
品

（
卒
業
証
書
ホ
ル
ダ
ー
）
贈
与
の
報
告
。

●
同
窓
会
役
員
会
開
催
状
況
（
会
報
発
行

準
備
、
総
会
開
催
に
つ
い
て
準
備
）

令
和
１
年
度
・
令
和
２
年
度

事
業
計
画

①
年
１
回
の
会
報
発
行
・
Ｈ
Ｐ
掲
載

②
卒
業
記
念
品
贈
与

③
総
会
開
催

④
厚
生
福
祉
（
弔
電
等
）

⑤
そ
の
他
（
運
営
に
関
す
る
事
項
）

承
認
さ
れ
た
次
期
同
窓
会
役
員

会
　

長
　
　

佐
々
木
和
子（
看
31
）

副
会
長
　
　

高
橋
　

紀
子（
看
48
）

　

〃
　
　
　

石
栗
　

広
志（
看
53
）

会
　

計
　
　

松
永
あ
き
つ（
看
56
／
助
30
）

　

〃
　
　
　

清
水
恵
理
子（
看
46
／
助
19
）

書
　

記
　
　

高
橋
　

寛
名（
看
55
）

　

〃
　
　
　

外
田
　

愛
里（
看
62
）

監
　

事
　
　

佐
々
木
晃
子（
看
46
）

　

〃
　
　
　

木
村
　

陽
子（
看
40
）

　

今
年
度
よ
り
助
産
学
科
教
育
主
事
を
拝
命

致
し
ま
し
た
菅
原
由
香
里
と
申
し
ま
す
。
私

は
６
年
ぶ
り
に
母
校
で
あ
る
助
産
学
科
へ
戻

っ
て
き
ま
し
た
。
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
間
も

な
く
「
コ
ロ
ナ
禍
」
に
巻
き
込
ま
れ
、
「
入

学
式
」
「
学
校
祭
」
は
中
止
と
な
り
、
学
校

か
ら
「
活
気
」
や
「
笑
い
声
」
が
消
え
寂
し

い
気
持
ち
が
し
ま
す
。

　

助
産
学
科
は
９
月
か
ら
分
娩
介
助
実
習
が

開
始
と
な
り
、
や
っ
と
助
産
学
生
の
日
常
が

取
り
戻
せ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
状
況

下
で
学
生
を
受
け
入
れ
て
下
さ
っ
た
産
婦
さ

ん
、
実
習
に
理
解
を
示
し
て
下
さ
っ
た
母
子

医
療
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
教
員
の
頃
か
ら
分
娩
介
助
実
習
を
通

し
て
助
産
師
と
し
て
成
長
し
て
い
く
学
生
の

姿
を
見
る
の
が
と
て
も
好
き
で
し
た
。
最
初

は
「
不
安
」
や
「
無
力
感
」
し
か
な
か
っ
た
学

生
が
「
抱
負
」
や
「
達
成
感
」
へ
と
心
も
技
も

上
達
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
姿
は
頼
も
し
く

輝
か
し
く
自
慢
の
学
生
達
だ
な
と
感
じ
ま
す
。

県
内
で
最
も
多
く
の
助
産
師
を
輩
出
し
て
い

る
伝
統
校
の
誇
り
を
今
後
も
守
り
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様
の
お
力
も
お

借
り
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今

後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　かねてより検討されてきました同窓会会報のＷＥ

Ｂ化ですが、この度仙台医療センターＨＰ内にあり

ます附属看護助産看護学校のＨＰに同窓会の枠を設

け掲載していくことになりました。

　こちらのＨＰの閲覧方法を参考に、皆様アクセス

の上ご覧いただければと思います。

　今後、会報の掲載だけに限らず、同窓会に関する

情報などもＷＥＢを通して皆様にお届けできないか

検討を重ねて参りたいと思っております。何卒、よ

ろしくお願い致します。

就
任
の
挨
拶学校HPのトップ画面４

当院ＨＰのトップ画面１

「同窓会」作成６

学校ＨＰ下へスクロール
または「同窓会」クリック７

同窓会会報
見たいナンバーをクリックして
閲覧ください８

画面下にスクロール２

右サイドバナーの学校　クリック ３

卒業生の皆様へ　クリック ５

ホームページ

第
30
回
　

同
窓
会
総
会
開
催
さ
れ
る

第
30
回
　

同
窓
会
総
会
開
催
さ
れ
る

仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
仙
台
看
護
助
産
学
校
　

助
産
学
科
教
育
主
事

菅
　

原
　

由
香
里
（
助
17
回
生
）
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発　行　所

独立行政法人国立病院機構
仙 台 医 療 セ ン タ ー 附 属
仙 台 看 護 助 産 学 校 同 窓 会
仙台市宮城野区宮城野2-8-8
電話　022-293-1111　内8100

印 刷 所 　 株 式 会 社 印 刷 館

独立行政法人国立病院機構
仙台医療センター附属仙台看護助産学校
創立年月日　昭和22年９月１日

　

寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
の
脅
威
に
さ

ら
さ
れ
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
気
軽
に
旅
行
に
行
っ
た
り
外
食

を
し
た
り
と
い
う
気
分
転
換
が
図

れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
役
員

会
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

を
意
識
し
い
つ
も
と
違
う
雰
囲
気

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
リ
モ

ー
ト
を
初
め
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
化

で
す
。
新
政
府
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル

省
の
新
設
に
伴
い
さ
ら
に
デ
ジ
タ

ル
化
が
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
時

代
の
変
化
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

新
た
な
期
待
も
寄
せ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
回
、
会
報
誌
の
Ｗ
Ｅ

Ｂ
配
信
開
始
に
伴
い
、
皆
様
に
郵

送
の
希
望
を
確
認
致
し
ま
す
。
同

封
の
ハ
ガ
キ
を
必
ず
ご
返
信
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
会
報
編
集
に
あ
た
り

ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
方
々

に
深
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

髙
橋
　

寛
名

　

（
看
55
回
生
）

編
集
後
記

令
和
元
年
の
人
事
異
動

〈
異
動
〉

10
月
１
日
付

〇
看
護
学
科
　

•
教
員
　
　

鎌
田
　

朋
美
　

先
生

北
海
道
東
北
グ
ル
ー
プ
看
護
教
育
係
長
へ

令
和
２
年
３
月
31
日
付

退
職
及
び
異
動
さ
れ
た
先
生

〈
退
職
〉

〇
看
護
学
科
　

•
教
員
　
　

外
田
　

愛
里
　

先
生（
看
62
回
生
）

〈
異
動
〉

〇
助
産
学
科
　

•
教
育
主
事
　
　

鈴
木
　

由
美
子
　

先
生

（
看
43
回
生
　

助
16
回
生
）

北
海
道
東
北
グ
ル
ー
プ
看
護
専
門
職
へ

　

令
和
２
年
度
か
ら
新
し
く
先
生
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。

〇
助
産
学
科
　

　

菅
原
　

由
香
里
　

先
生
（
助
17
回
生
）

福
島
病
院
看
護
師
長
よ
り
昇
任

人
事
異
動

　

令
和
２
年
１
月
よ
り
橋
本
前
学
校
長
の
後
任
と
し
て
学
校

長
を
拝
命
し
た
上
之
原
で
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昭
和
22
年
９
月
１
日
に
国

立
仙
台
病
院
付
属
高
等
看
護
学
院
と
し
て
創
立
以
来
73
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

改
元
の
日
で
あ
る
令
和
元
年
５
月
１
日
に
仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
は
新
築
移
転
、
そ

の
後
、
病
院
組
織
を
新
た
な
職
場
に
合
わ
せ
る
作
業
に
職
員
一
丸
と
な
り
取
り
組

み
無
事
軌
道
に
乗
り
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
に
入
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
猛
威
を
ふ
る
い
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
不
要
不
急
の
外
出
は
禁
止
さ
れ

る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
当
院
は
感
染
症
指
定
医
療
機
関
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
多
数
患
者
対
応
の
た
め
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
派
遣
要
請
、
国
立
病
院

機
構
本
部
の
要
請
に
基
づ
く
機
構
内
病
院
へ
の
医
師
派
遣
、
検
疫
官
と
し
て
の
派

遣
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
初
期
よ
り
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
県
の
要
請
に
基
づ
き
入
院
患
者
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
対
応

の
前
線
に
立
つ
の
は
看
護
師
で
あ
り
、
多
大
な
ス
ト
レ
ス
、
周
囲
の
反
応
に
悩
ま
さ

れ
な
が
ら
も
診
療
に
当
た
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。一
方
、当
院
は
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
を
有
し
、
地
域
の
３
次
救
急
を
担
っ
て
お
り
、
こ
の
維
持
は
感
染
症
対
応
に
よ

り
損
な
わ
れ
て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
は
長
期
戦
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
す
べ
て
の
患
者
が
安
心
し
て

療
養
で
き
る
診
療
体
制
を
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
さ
ん
も
そ
れ

以
外
の
患
者
さ
ん
も
安
心
し
て
受
診
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
」
と
題
し
て
病
院
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
げ
、
院
内
感
染
に
十
分
注
意
し
平
常
診
療
を
維
持
し
て
い
き

ま
す
。
第
２
、
第
３
の
流
行
期
に
備
え
万
全
な
準
備
を
整
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

患
者
さ
ん
に
や
さ
し
く
地
域
に
開
け
た
病
院
を
め
ざ
し
、
患
者
さ
ん
、
地
域
住

民
そ
し
て
当
院
の
診
療
を
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
仙
台
市
な
ら
び
に
宮
城
県
内

の
多
く
の
医
療
関
係
者
と
連
携
を
深
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
校
の
同

窓
の
皆
様
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。

　

こ
の
度
第
30
回
同
窓
会
総
会
に
お
い
て
会
長

を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
私
を
含
め
役
員
９
名
全
員
が
新

メ
ン
バ
ー
に
代
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
不
慣
れ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

協
力
し
て
精
い
っ
ぱ
い
務
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
２
月
に
旧
役
員
か
ら
引
継
ぎ
を
受
け
た
時
は
、
２
０

２
０
年
を
迎
え
、
新
し
い
年
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
で
全
く
想
像
だ
に
し
な
い

日
々
を
過
ご
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
不
要
不
急
の
外
出
を
避
け
る

た
め
、
役
員
会
も
半
年
以
上
延
期
し
て
お
り
ま
し
た
。
昨
年
の
総
会

で
の
決
定
事
項
を
早
急
に
お
知
ら
せ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ

で
し
た
が
、
会
報
発
行
が
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

総
会
で
は
、
数
年
来
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
会
費
納
入
の
変
更
及
び

同
総
会
会
報
の
電
子
化
に
関
し
ま
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
入

会
時
に
永
代
会
費
と
し
て
徴
収
し
、
年
会
費
は
集
め
ま
せ
ん
。
会
報

誌
に
つ
い
て
は
看
護
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
次
回
か
ら
は

郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方
に
お
送
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

電
子
化
に
際
し
ま
し
て
は
個
人
情
報
保
護
に
も
十
分
留
意
し
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
新
た
な
試
み
で
不
安
が
あ
り
ま
す
が
、
皆

様
の
ご
意
見
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
今
後
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
健
闘
ご
活
躍
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　令和 2年 3月 5日に看護学科第71回生77名、助産学

科第43回生25名の計102名が卒業を迎えました。令和

に入り初めての卒業生でしたが、新型コロナウィルス

感染拡大を防ぐため体育館での式典は中止となり、親

御さんやご来賓の方々のご列席を取りやめざるを得な

い状況となりました。そのため「卒表証書授与」は、

看護学科、助産学科それぞれの教室に分かれ学校長先

生、副学校長先生に来室いただき、学生と教員で執り

行われました。

　このような状況下の中、 4月より卒業生はそれぞれ

の道へ進み、新たな環境で日々頑張っていることと思

います。学校や実習で学んだ知識・技術を活かし日々

学び得ながら自己研鑽に励んで頂きたいです。今後の

みなさんの活躍を期待しています。

　令和 2年 3月19日、国家試験の合格発表が行われました。

第109回看護師国家試験合格率が89.2％、第103回助産師国家試験合格率が99.4％という全国結果でした。当校におい

ては、看護学科74名合格（2名不合格）、助産学科25名全員合格という結果でした。講義及び実習など教育に関わり支

援していただきました病院職員の方々、受け持たせて頂きました患者さん、すべての方々に心より感謝いたします。

学校のトピックス

就職先／学科
令和元年度卒業生の就職・進学の動向

看護学科 助産学科

独立行政法人　国立病院機構 76.6％ 36.0％

独立行政法人　国立病院機構以外（進学含む） 24.4％ 64.0％
合格おめでとう祝

卒業祝
　令和 2年 4月 8日、看護学科第74回生79名、助産学科

第44回生25名、計104名が晴れて入学となりました。卒

業式と同様、新型コロナウィルス感染拡大を防ぐため、

親御さん、ご来賓の方々のご列席を取りやめ、「入学許

可式」という形で執り行われました。感染予防対策を行

い体育館にて新入生たちは学校長先生より入学許可をい

ただきました。そして新入生ひとりひとりがそれぞれ決

意新たに看護・助産の道へと歩みだしました。

　看護師・助産師への夢を叶えるため入学した新入生。

このような状況下ではありますが目標に向かって勉強そ

して実習に取り組んでいってもらいたいです。今後の成

長に期待したいと思います。

入学おめでとう祝

第
31
回
同
窓
会
総
会
の
ご
案
内

第
31
回
同
窓
会
総
会
の
ご
案
内

　

次
回
、
第
31
回
同
窓
会
総
会
は
令
和
３
年

９
月
頃
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
総
会

へ
の
ご
要
望
が
あ
り
ま
す
方
は
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
が
決
ま
り
次
第
お
葉
書
等
で
ご
案
内

致
し
ま
す

　

会
員
の
皆
様
、
是
非
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

学
校
長
挨
拶

会
長
挨
拶

学
校
長

上
之
原
　

広
　

司

会
長

(

看
31
回
生)

佐
々
木
　

和
　

子
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